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第 3章　保谷民博から民博に移管されながら
未登録だった標本資料の履歴解明

朝倉敏夫
立命館大学・国立民族学博物館名誉教授

横山智之
旧近藤研究室

　第1 章と第2 章で述べたように，千里の国立民族学博物館（民博）には，Xで始まる
番号を付されて整理されているが正式に登録されていない多数の資料が保管されている。
これらは，保谷に所在した日本民族学協会（日本民族学会の後継団体）附属民族学博物
館（保谷民博）から文部省史料館を経て民博にもたらされた資料の一部である。その数
は4,402点にのぼる。これらの資料が他の資料から区別されるに至った経緯については，
本書の第2 章 5 節で詳しく述べた。
　同じ時期に民博に来た資料の大部分は，すでにHで始まる番号を付されて国家財産と
して管理され，展示などでも利活用されている。これに対して，履歴の明らかでないX

番号資料は，さまざまな角度からの履歴解明が求められている。一部の X 番号資料は，
保谷民博で資料とみなさなかったにもかかわらず資料にまぎれて梱包された可能性が高
い。それほど極端なものでなくとも，もともとH番号資料と対になっていたものがはぐ
れてしまい，履歴を失った場合もある。こ
の場合は，民博で登録されている部分も，
不完全であることになる。民博で登録され
た資料を十全なかたちで活用するためにも，
X番号資料の履歴を解明する作業は重要で
ある。
　今回おこなった調査は，資料に付されて
いたマーキングやラベル，荷札状の付

つけ

札
ふだ

な
らびに資料そのものの形状などを手がかり
としながら，保谷民博が資料管理に用いて
いた『民具標本収蔵原簿』（保谷原簿，写真
1 ）のコピーと照合して同定を進めるとい
う作業である（原本は現在，神奈川大学日
本常民文化研究所が所蔵している）。一連の
作業においては，近藤雅樹と吉田晶子が判
明事項を記述し，横山智之がそれを表計算 写真1　『民具標本収蔵原簿』より

飯田卓・朝倉敏夫編『財団法人日本民族学協会附属民族学博物館（保谷民博）旧蔵資料の研究』
国立民族学博物館調査報告　139：41‒163（2017）
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文書（Excel文書）にまとめた。ただし，特殊な符号や用語を用いて記述した箇所もあっ
たので，出版にあたっては朝倉が適宜書きなおして整理した点があったことをお断りし
ておく。また，今回資料として掲載するのは，保谷原簿の記載との対応が一意的に判明
した資料，もしくは，正式登録するにじゅうぶんな絞りこみができた資料にかぎられる。
横山が整理した表計算文書は，整理番号が 1 番から52536番にまでおよぶ長大なもので
あり（ただし，対応する資料がない番号もある），今回掲載するのは文書の一部にすぎな
いことをお断りしておく。
　調査結果を示した表は，ふたつに分かれる。そのひとつは，近藤と吉田が存命中に進
めた資料調査の結果（表1 ）で，もうひとつは，近藤と吉田が物故した後に民博収蔵庫
内でみつかった写真付きの資料整理カードから資料同定をおこなった結果（表2 ）であ
る。

1．表 1について

　表 1 には，近藤と吉田が中心になって進めた調査で明らかになった標本資料587点に
ついてまとめた。原則として1 つの行に1 つの資料を示し，各資料について9 種類の項
目を9 列にわたって示している。ただし，ここでいう資料点数は，保谷民博の数えかた
とも民博の数えかたとも異なっている。保谷民博が1 つとみなした資料を民博が複数に
数える場合や，逆に保谷民博が複数とみなしていた資料を民博が1 つにまとめてしまっ
た場合もあるからである。この表ではそのことによる混乱を避けるため，資料をできる
だけ小さくまとめ，保谷民博の分けかたと民博の分けかたのちがいも見えるかたちで示
した。
　9 列の情報のうち，左から数えて第1 ～第 4 列は基本的な項目である。判明した資料
すべてについての写真（第1 列），保谷原簿での登録番号（第2 列，保谷番号と略記）），
保谷番号に対応する資料の保谷原簿での名称（第 3 列），民博での仮番号（第 4 列）を
示した。ただし，資料そのものでなく資料の附属物（付札など）に民博が仮番号を付し
た例については，資料そのものと区別するために保谷原簿での名称を記さなかった。こ
の場合，保谷番号欄には，関連する資料に対応する保谷番号を記している。
　第5 列には，保谷番号と民博仮番号とを対応させる手がかりとなった情報のうち，保
谷民博関係者によって付されたと思われる付札や貼ラベル・台紙，資料を封入した封筒
や包み紙，資料に封入された紙片，資料に直接ほどこされたマーキングなどの文字情報
を示した。付札やラベルのなかには，手書きでなく印刷された文字を含むものが多い。
表では，それも手書きによる情報と区別して表示している。たとえば，「日本常民文化研
究所」と印刷されたラベルに「10399」と手書きされている例の場合，「【付札（日本常
民文化研究所）】10399」と記載した。判読がむずかしかった文字は「□」で示した。手
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書きで書かれた文字情報以外の情報は，印刷された文字情報と同様に，【　】の中の（　）
内に示した。たとえば，付札などに印刷文字がなかったことを示す「無地」，手書き文字
がなかったことを示す「未記入」，手書き文字が判読できなかったことを示す「判読不可
能」，手書き文字の色を示す「赤字」「黒字」など，付札などの両面に記載があったこと
を示す「表」「裏」など，付札が破損していたことを示す「一部欠落」「形跡のみ」など
である。
　第6 列は，資料が博物館に収蔵される以前に製造者や使用者がほどこしたと思われる
マーキングについての記載である。保谷民博の関係者が付した第5 列の情報と区別して
いる。判読がむずかしかった文字は，第5 列と同様に「□」で示した。第7 列は，近藤
や吉田らが資料を熟覧したさいに得た所見である。
　第9 列は，保谷番号と民博仮番号とを対応させた根拠を示した。ほとんどの資料では，
その形状あるいは第5 列～第7 列の情報と，保谷原簿にみられる記載事項が対応の根拠
になっている。また，続き番号の資料は形状が似ている場合があることから，すでに登
録された資料の元の保谷番号を手がかりとして，別のX番号資料を同定したこともある。
そのほかに，資料が文部省史料館に所蔵されていたとき刊行された『史料館所蔵民族資
料図版目録（全 5 巻）』（文部省史料館 1967～1972年）も手がかりとした。また，マー
キングされた文字のうち「C」が東南アジア関係資料を示すこと，大文字 S と 3 桁数字
の組み合わせが保谷番号1 万番台をあらわすことなど，整理の途上でわかったことがら
も手がかりとした。
　その他に記載すべきことがらは，第8 列の「備考」欄に示した。ここでは，民博です
でに登録された資料との関係や，保谷民博が設立される前にアチックミューゼアムが作
成した資料管理原簿である『おもちゃ箱原簿』から得られた知見などを記した。保谷原
簿に記された情報のなかには，資料の性格をよくあらわす採集地や採集年月日なども記
されているが，今回はすべてを記すだけの紙幅がないため，とくに調査に関わることが
らだけを示すにとどめた。また，表を整理する段階で朝倉が気づいたことがらもあった
が，今回は近藤や吉田の知見を書きのこすことを主眼としたため，そうしたことがらも
記載しなかった。

2．表 2について

　表2 でまとめたのは，近藤および吉田が逝去した後の2015年になって履歴が明らかに
なった標本資料47点である。この年，民博収蔵庫内のキャビネットから約6,000枚のB6
版カードが発見された（写真2 ）。このカードは，「番号」「分類」「標準名」「原名」「使
用地」「採集者 寄贈者」「採集年月日」「形状・寸法」「摘要」などの記入欄が印字されて
いるほか，右側には写真を貼付する欄がある。右下には小さく「文部省史料館」という
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印字があり，明らかに，日本民族学協会
から受けいれた資料を整理するために文
部省史料館で作成されたことがわかる。
カードのなかには，「番号」欄に整理番号
を，「摘要」欄に「日本民族学協会寄贈　
昭和37年11月16日」の文字をスタンプで
捺しただけで，他になにも記入していな
いものも大量にあった。逆に，詳しい書
きこみがなされてはいるが「日本民族学

協会……」のスタンプがないものもあった。
　整理のうえで着目したのは「番号」欄で，Cというローマ字と2 桁または3 桁の数字
を組みあわせた一連の番号をもつものを集中的に調べた。これらは，1950年代後半から
1960年代前半にかけて，主として東南アジアから集められた資料である。ただし，わず
かに，台湾やネパールから集められた資料も含む。これらの番号は，保谷原簿にも記さ
れていて保谷番号との対応がつくだけでなく，発見されたカードの上の欄外にも鉛筆書
きで保谷番号が記されており，対応にまちがいがない。さらに，貼付されている写真も
対応する資料の形状と一致しており，これを手がかりとしてX番号が付された資料と対
応させることができた。今回はこのカードを手がかりとして，民博でまだ登録されてい
ないと思われる資料を選びだし，47点の未登録資料の履歴を解明できたわけである。こ
のカードには，整理番号や保谷番号，写真など以外の情報も少なからず記載されている
ため，今後の資料調査においても重要な手がかりを提供してくれる可能性がある。
　上記のような手続きでまとめた表2 には，表1 と同様に1 行で 1 つの資料を示し，各
資料について9 種類の項目を9 列にわたって示した。これらの項目は，カードに記され
ていた保谷番号（第2 列）や保谷名称（第3 列）をのぞけば資料本体についての情報で
あって，近藤や吉田の指揮のもとに入力されていった情報である。われわれはここでも，
近藤や吉田の作業のもとに整理が進んできたことを強調しておかねばならない。

文献

文部省史料館
　1967 『史料館所蔵民族資料図版目録　第1 巻 日本篇 生活用具1 』東京：文部省史料館。
　1968 『史料館所蔵民族資料図版目録　第2 巻 日本篇 生活用具2 』東京：文部省史料館。
　1970 『史料館所蔵民族資料図版目録　第3 巻 日本篇 生活用具3 』東京：文部省史料館。
　1971 『史料館所蔵民族資料図版目録　第4 巻 日本篇 商工関係用具1 』東京：文部省史料館。
　1972 『史料館所蔵民族資料図版目録　第5 巻 日本篇 生活用具4 』東京：文部省史料館。

写真2　民博収蔵庫で保管されていた資料整理カード
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表1　保谷原簿との照合によって履歴が明らかになったX番号資料

図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

8 千匹さる X057‒034【付札（民族学博物館）】405
【貼ラベル（society）】匹猿　村住吉

50 會津駒 X051‒037

【付札（民族学博物館）】402 237→推定 ヒ01
【貼ラベル（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】Port：會津駒　
No：9　Loc：福島縣會津　Coll.by SHO MIYAMOTO.　EX.by 
SHO MIYAMOTO.

92 狐 X050‒019【付札（民族学博物館，一部欠落，未記入）】
【マーキング】大正八　四・八　伏見

94 狐 X048‒016【マーキング】仙台　つゝみ　やき

106 狸 X055‒057【付札①（無地）】綿製狸三ツ　奈良　1921.5　渋沢敬三
【付札②（民族学博物館）】305

106 狸 X056（1）‒
002 【封筒】309

106 狸 X057‒035【付札（民族学博物館）】305

118 蛙 X051‒002

122 獅子頭 X192‒005【貼ラベル①】308　獅子頭（□型 二ツ）　四国高松　1915 廣田孝一
【貼ラベル②】122

134 睦蛇 X053‒016【付札（民族学博物館，赤字）】305

底部に「摂
津住吉むつ
み蛇」とあ
る。

137 竹龍 X237‒013【貼ラベル】137
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資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

保谷原簿で「千匹さる」に該当するのは，
保谷番号4，8，9。9は登録済み，8の備
考欄に「405」とあり，本資料に合致。

たて髪や尾の部分の紙は切れたらしい。本
資料は横浜市歴史博物館で開催された「屋
根裏の博物館」展の図録に掲載されている

（P.15）。

保谷原簿で「會津駒」に該当するのは保谷
番号50のみ。

保谷原簿で「狐」「伏見」に該当するのは保
谷番号92のみ。

保谷原簿で，保谷番号94の採集地に「仙
台市堤町」，備考欄に「土，一對」とあり，
本資料に合致。

アチックミューゼアムの『おもちゃ箱原簿』
には「3ツ」とある。保谷原簿に数は記入され
ていない。民博では H13150の1点のみが登
録されているが，本資料のほかに下記2資料
も形状が類似するため，計4点と思われる。

保谷番号106から登録された資料H13150
と形状が類似。

アチックミューゼアムの『おもちゃ箱原簿』に
は「3ツ」とある。保谷原簿に数は記入されてい
ない。民博では H13150の1点のみが登録され
ているが，本資料のほかに上記および下記の2
資料も形状が類似するため，計4点と思われる。

保谷番号106から登録された資料H13150
と形状が類似。

アチックミューゼアムの『おもちゃ箱原簿』
には「3ツ」とある。保谷原簿に数は記入され
ていない。民博では H13150の1点のみが登
録されているが，本資料のほかに上記2資料
も形状が類似するため，計4点と思われる。

保谷番号106から登録された資料H13150
と形状が類似。

竹のぶらんことつないでゆらして遊ぶ。

保谷原簿で「蛙」に該当する保谷番号
118，1375，1534のうち，118の備考欄に
ある「はねかへり（大阪）」が本資料の形状
に合致。

張子。 貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

宝珠・サンゴがついている。
保谷原簿で未登録の「睦蛇」に該当するの
は保谷番号134のみ。備考欄の「住吉」に
も合致。

主に6つのパーツに分かれ，パーツごとに
曲がる様になっている。龍の形。足もつい
ている。外から見えないパーツの内部に和
紙が入っている。汚れ，パーツの一部のは
ずれ，表面塗装の一部のはげ，欠損あり。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

213 金太郎
熊乗 X055‒028【付札（民族学博物館）】403

【マーキング（黒字）】廣島

271 支那婦人 X241‒045【貼ラベル】271

271 支那婦人 X241‒047

271 支那婦人 X241‒050【貼ラベル】271

272 支那伎劇
人形 X241‒054【貼ラベル】272

272 支那伎劇
人形 X241‒048

275 支那伎劇
人形 X241‒051

275 支那伎劇
人形 X241‒052

281 立雛 X049‒069【マーキング（鉛筆）】281

286 天神 X021（1）‒
003

【マーキング①】五百石
【マーキング②】B17
【マーキング③】923
【貼ラベル】986

301 ロシア人
首振人形 X029‒010【貼ラベル】301
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資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

新聞が付着。表面の顔料が剥離，剥落。民
博登録データ誤り必要 212a熊ヲ抱ケル金
太郎は正しくH13262，212b熊ヲ抱ケル金
太郎は未登録だが H13263（現在213金太郎
熊乗りとして登録されている），213金太郎
熊乗り現在 H13263だが X55‒28。

保谷番号213はH0013262として登録済みだがこ
れは熊抱き。保谷番号212が熊抱きでH0013262
として登録済みだが，保谷番号212は2点の可能
性大。現 H13263（保谷番号213）としてるのが，
正しくは保谷番号212の2点のうち1点。

保谷原簿で「金太郎」「廣島」に該当する
のは保谷番号213のみ。

女の人の人形。首がとれており，足も欠損
している。スカートの終わりの部分からは
りがねが出ている。剥離，ひび割れ，欠
損，破損，汚れあり。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

X241‒045に付属すると思われる。

X241‒047の体部分か?　座っている姿の人
形の体部分。汚れあり。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

立ち姿の人形の体部分。右腕がとれてい
る。足から2本のはりがねが出ている。汚
れ，欠損，破損あり。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

人形の体部で足部からはりがねが2本出て
いる。剥離，汚れあり。 X241‒054に付属すると思われる。

X241‒052の頭部か?　竹の棒に人形の頭部
がついている。汚れ，欠損あり。

H13337～13349として登録された保谷番
号275の資料と形状が類似。

X241‒051の体部分か?　刀をさした立ち姿
の人形の体部分。足からはりがねが2本出
ている。汚れ，欠損，破損あり。

H13337～13349として登録された保谷番
号275の資料と形状が類似。

こけし型立びな。「保谷原簿 281　立雛　
山形県　宮本（採集）　大正七年　二對」。

マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

保谷原簿で「五百石」に該当する保谷番
号100と286のうち，未登録は286のみ。

頭部欠損。 貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

309 越路人形　
ユキカキ

X021（1）‒
019

【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】NO.9□ Part 雪カ
キ人形 Loc 高田　Date 1917　Coll.by 宮本璋　EX.by

【貼ラベル】309
【封筒（赤字）】309

316 スキー人形 X192‒008【貼ラベル】1329

324 蘇民将来 X053‒007【付札（民族学博物館，赤字）】305
【マーキング（黒字）】ヨネザワ

「蘇民将来
大子孫也」
と墨書。

324 蘇民将来 X055‒061【付札（民族学博物館，赤字）】305
【マーキング】米沢

「蘇」 「民」
「将」 「来」
「之」 「子」
「也」と墨
書。

379 豆人形 X059‒027【マーキング】379

413 面 X241‒003
【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】面　163　奉天　
11.5　佐原克郎

【貼ラベル】413

428 鈴 X241‒025【貼ラベル】428

458 紙風船 X049‒035‒
1,‒2,‒3 【貼ラベル】458

459 紙玉風船 X049‒036‒
1,‒2,‒3,‒4 【貼ラベル】459

491 おけら餅 X061‒008【マーキング】「白逑餅　おけらもち」此中の薬を火にいぶしつヽ
餅を焼きて食するを古来の法とす

508 農具の模型 X056（1）‒
006 【封筒】309
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資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

本資料は台座。H13378が人形で登録済み。 貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

保谷原簿で「スキー」「人形」に該当するの
は保谷番号316のみ。

頭頂部に☆印。

保谷原簿で「米澤」 「蘇民将来」に該当す
るのは保谷番号324のみ。備考欄に「大
小」とあるので，本資料は1対の資料のひ
とつ。

保谷原簿で「米澤」 「蘇民将来」に該当す
るのは保谷番号324のみ。備考欄に「大
小」とあるので，本資料は1対の資料のひ
とつ。

マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

彩色が施してある。汚れ，折れ，破れあ
り。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

保谷番号458と同じものか。名前は「紙風
船」と他にパラシュートの記入。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

保谷番号459と同じものか。小だけ糸がな
いが，他の3点は絹糸がつく。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

保谷原簿で「おけら餅」に該当するのは保
谷番号491のみ。

保谷番号508から登録された資料H13592，
H13593と形状が類似。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

508 農具の模型 X162‒008

529 ピストル X055‒060【説明札】578 ピストル ―東京―

536 お手玉 X045‒013【説明札】280　お手玉 ―東京―
【貼ラベル】536

609 獅子笛 X307‒009【マーキング】609
【貼ラベル】□09

632 でんでん
太鼓

X056（1）‒
016 【封筒】309

682 粂の平内 X053‒025【貼ラベル（内容は判読不可能）】
箱書きに，

「粂の平内」
とある。

711 竹雛 X050‒031

【マーキング①（黒字）】竹雛
【マーキング②（青字）】地方
【貼ラベル】熊本
【封筒（民族学博物館，青字）】竹雛　熊本地方

824 鶏 X049‒055【マーキング（鉛筆）】弓野
【貼ラベル（形跡のみ）】

838 ネブタ模型 X211‒011【マーキング（黒字）】838 「七夕」の字
あり。

873 朝鮮凧 X128‒003【付札（無地）】（5）　ヨン（カタカナとともにハングル表記あり）　
873

879 トンボコマ X112‒007【貼ラベル】879
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資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

保谷番号508から登録された資料H13592，
H13593と形状が類似。

錆びが多く見られる。 保谷原簿で「ピストル」に該当するのは保
谷番号529のみ。

お手玉 貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

表面に絵の具で着彩がほどこされている。
汚れあり。

マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

保谷原簿で未登録の「でんでん太鼓」に該
当するのは，保谷番号435と632。保谷番
号632の備考欄に「309」とあり，本資料と
合致。

木箱に入っている。 保谷原簿で「粂の平内」に該当するのは保
谷番号682のみ。

竹製の雛人形（彩色）。台座あり。保谷の民
族学博物館封筒入り。

保谷原簿で「竹雛」に該当するのは保谷番
号711と22403。保谷番号22403は登録済
み，残る711の採集地は「熊本」で本資料
と合致。

2羽のにわとり。弓野の土地について，造
形大の学生の郷里でご教示をいただいた。

保谷原簿で「弓野」に該当するのは保谷番
号824のみ。

欠損，破損，汚れあり。 マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

保谷番号873朝鮮凧。ビニール袋により包
装。 付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

890

杜□（クク
キとふりが
な，□は「能
の偏と鳥」）
笛

X056（1）‒
019

【付札（無地）】ククキ（カタカナとともにハングル表記あり）
【封筒】3西

「黄柏」と書
いた紙を貼
ってある。

894 猫鼠 X241‒019【貼ラベル】894

1086 達磨抱童子 X050‒028

1097 稲荷灯燈 X048‒008【貼ラベル（内容は判読不可能）】

紙部分に
「豊川陀枳
尼眞天」の
字あり。

1164 貯金玉坐犬 X050‒011【貼ラベル】1

1169 劇面 X241‒002【マーキング（内容は判読不可能）】
【貼ラベル】1169

1207 口入狐 X051‒012【マーキング（黒字）】玉姫稲荷口入□
【貼ラベル（形跡のみ）】

1244 ― X197‒016‒
3

【展示用ラベル（表）】馬のり
【展示用ラベル（裏）】1244

1273 神明千木箱 X055‒030【展示用ラベル（表）】430　神明千木箱　―東京
【展示用ラベル（裏）】1273

1273 ― X055‒035【展示用ラベル（表）】430　神明千木箱　―東京
【展示用ラベル（裏）】1273

1289 鉢巻達磨 X161‒026
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朝倉・横山　　第 3章　保谷民博から民博に移管されながら未登録だった標本資料の履歴解明　

資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

保谷原簿で「ククキ」に該当するのは保谷
番号890のみ。

家のような形のものから，板が一枚出てい
る。板はスライドする。汚れあり。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

ハリコ。ダルマを抱えた人物。底面に穴あ
き。

保谷原簿で「達磨抱」に該当するのは保谷
番号1086達磨抱童子と1567達磨抱き子
供のみ。保谷番号1567は登録済み。

紙部分に書かれた内容が保谷原簿名称に
合致。

犬形（彩色）。背面頭部に投入口あり。 保谷原簿で「貯金　犬」は保谷番号1164
のみ。

赤，黒，青，白の彩色で顔が描かれてい
る。折れ，破れ，汚れあり。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

保谷原簿でに該当するの「玉姫神社」は保
谷番号1207のみ。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「馬のり」。

マーキング・貼ラベル番号を保谷番号と
みなして矛盾なし。

二つ折になっている。「430　神明千木箱　
―東京」と表側に，「1273」と裏側に書かれ
ている。

上記資料に付随。保谷番号に対応する保谷
原簿名称は「神明千木箱」。

中に石か何か入っている。動くと鳴る。 保谷原簿で「鉢巻達磨」に該当する保谷番
号1289と1759のうち，未登録は1289のみ。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

1365 繭玉 X051‒008【貼ラベル】1365

1383 猫だるま X235‒003

1427 オボコ X058‒019
【マーキング】B91
【貼ラベル】1427
【封筒】5北　1427　B91　オボコ　広島県

1430 達磨 X106‒001【貼ラベル】1430

1463 梟笛 X051‒014【付札（民族学博物館，赤字）】403
【貼ラベル（内容は判読不可能）】

1482 首馬笛付 X048‒032

1483 みヽづく X056（1）‒
044 【付札（無地）】笠寺のふくろ

1484 狐貯金玉 X051‒025【付札（民族学博物館），内容は判読不可能】 「王」「子」の
陰刻あり。

1491 おぼこ X050‒021【付札（民族学博物館，赤字）】403
【貼ラベル】高松

1505 土鈴 X055‒022

【貼ラベル①】15
【貼ラベル②】岐阜
【説明札（表）】426　土鈴　―岐阜―
【説明札（裏）】1505　54

1525 狐 X055‒058【貼ラベル】15□5
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資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

紙に絵を描いて切り取ったり，組み合わせ
たりして制作。剥落あり。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

張子でできた招き猫がたるまを抱えている
人形。新聞紙片が材質として用いられてい
る。剥離，ひび割れ，欠損，汚れあり。

保谷原簿で「猫だるま」に該当する保谷番
号1130猫達磨（H14244），1382猫だるま，
1521猫だるま（H14542）のうち，未登録
は1382のみ。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

背の部分に蓋らしきものあり。ひび割れ，
破損あり。保谷番号1430木型3個のうちの
1個。

H14484, 14485として2点登録済み。 貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

フクロウの形。 保谷原簿で「ふくろう」に該当するのは保
谷番号1463のみ。

茶封筒1，「3西」と記入。 保谷原簿で「馬」「笛」に該当するのは保谷
番号1482のみ。

保谷原簿で「ふくろう」に該当するものは
なく，「みみづく」は保谷番号1483のみ。

破損あり。 保谷原簿で「王子」「稲荷」に該当するのは
保谷番号1484のみ。

高林の奉行人形。剥離あり。 保谷原簿で，保谷番号1491の採集地に
「香川高松」とあり，本資料に合致。

五つ一組と思われる。保谷番号1505。一つ
の土鈴に藁が通されていた。破損，顔料の
剥落あり。

保谷原簿には「2点」と記されている。2点1組
のものと3点1組のもので2組5点になるとい
うことか。

説明札番号を保谷番号とみなして矛盾な
し。

全体として著しく変形，破損している。虫
食い，剥離，ひび割れあり。特に背面部分
が破損，変形している。

保谷原簿で「きつね」に該当する1500番台
資料は，保谷番号1525のみ。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

1656 張子鷽 X050‒013【展示用ラベル（表）】135　張子鶯　―和歌山―
【展示用ラベル（裏）】1656

「大和　菅
原神社」と
朱印。

1656 ― X051‒035【展示用ラベル（表）】135　張子鶯　―和歌山―
【展示用ラベル（裏）】1656

1661 木面 X307‒002【マーキング】C212
【貼ラベル】1661

1665 大工 X307‒006
【マーキング（白字）】C71
【貼ラベル①】1665
【貼ラベル②】380

1666 パーシ
風俗人形 X307‒005

【マーキング（白字）】C70」
【貼ラベル①】1666
【貼ラベル②】No3 380

1693 ― X223‒017
【付札（民族学博物館）】1693　6北　キリン獅子　鳥取県鳥取市　
昭和3年7月　藤木

1698 海老 X056（1）‒
017 【封筒】3西

1745 熊 X058‒008【付札（民族学博物館，赤字）】405
【貼ラベル（内容は判読不可能）】

1753 指人形 X050‒024【貼ラベル（黒字）】1753

1765 立犬 X050‒009【貼ラベル（形跡のみ）】

1785 犬山城 X055‒063【貼ラベル（形跡のみ）】
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資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

鳥形・うそ（彩色）。

保谷原簿の備考欄に「三個」とあり，H14897として1個が
登録済み（H14898はその部品）。本資料は2個あり，これ
ですべてと思われる。保谷原簿と展示ラベルに「和歌山」
とあるのは「奈良」の誤りか。H14660として登録された
保谷番号1655も「和歌山」とあるが奈良の可能性あり。

保谷原簿で「菅原神社」に該当するのは保
谷番号1656のみ。

上記資料に付随。保谷番号に対応する保谷
原簿名称は「張子鶯」。

内側は荒削りで，外側は絵具で着彩がほど
こされている。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

パーシ風俗人形。絵の具で着彩がほどこさ
れている。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

大工。絵の具で着彩がほどこされている。
剥離，破損あり。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「キリン獅子」。

保谷原簿で未登録の「えび」に該当するの
は保谷番号1698のみ。備考欄に「3西」と
あり，本資料に合致。

保谷原簿で「張子」「熊」に該当するのは保
谷番号1745のみ。付札の「405」も備考欄
にあり。

頭部は木彫り。 貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

犬形（彩色）。保谷番号1765（立犬 愛知名
古屋 S3.10.23 中山弘之），1725（犬 福島若
松 S3.8.25 佐治祐吉）は登録済み。

保谷原簿で未登録の「犬」に該当するのは
保谷番号1765立犬，78犬張子，84犬，
131犬張子，2285犬張子が未登録。本資
料は張子でなく，保谷番号84の備考欄に
は「赤」とあるので本資料と合致しない。

灰色，黒色，茶色で彩色されている。0.5
㎝ほどの剥離がある。

保谷原簿で「城」に該当する保谷番号1551
と1785のうち，未登録は1785のみ。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

1856 張子牛 X240‒006【マーキング】1856

1933 竹製楽器 X017（1）‒
014 【貼ラベル】1933

2162 機道具 X250‒001【マーキング（赤字）】15127‒1/2
【貼ラベル】2162

2162 機道具 X250‒002

2162 機道具 X250‒013【付札①（無地）】TA 121
【付札②（無地）】レ　●（赤丸印）

2169 ― X223‒017【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】2169　奉納鳥居　
東京府八丈島樫立村諏訪神社　昭和四年九月　藤木喜久麿

2178 婚礼用冠 X235‒007【貼ラベル】2178

2237 喪帽 X017（1）‒
005

【付札（無地，黒字）】品名 国葬中，帽子　産地 朝鮮慶北大邱
【マーキング】2237

2338 橋 X241‒024【貼ラベル】2338

2430 ― X223‒017【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】2430　瀧祭幣（竹，
紙）（花祭用）　愛知縣北設楽郡本郷町中在家　昭和五年四月　
早川孝太郎

2458 ウダツ及
糸ワク X096‒005【貼ラベル】2458
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剥離，欠損あり。 H14826張子牛として登録済みだが，保谷原
簿の備考に「三個 2」とあり，複数個ある。

マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

保谷原簿の備考に「三個」とあり，H14897に
1個，H14898にその部品が登録済み。X17（1）
‒14は2個あるので，合わせてすべてそろう。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

すでに H15127で2点登録済みであるが，それ以外に糸（茶
色・黄色）のついたチキリ1点，糸がないチキリ1点，マネキ

（糸でアサガマチを吊す）1点，中筒（板状1点・竹1点）2点，
杼（黄色の糸が中にある）1点がセットであると思われる。
不足分は布巻具・コシアテ，マネキに続く足ひきひも。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

左右端部分に人工的な穴。 上記資料に付属すると思われる。

上記資料に付属すると思われる。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「鉄鳥居」。

紙製の冠と思われるものにガラス玉等で装
飾が施されている。剥離，破れ，ガラス玉
の欠損あり。

保谷番号2178は H15146として登録だが，
H15146は冠ではなく垂飾のような布。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

X241‒022の中に入っていた。橋のような
形で，緑・黄・赤で彩色してある。破損あ
り。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「瀧祭幣」。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

2460 紡車 X255‒001【貼ラベル（黒字）】2460

2460 紡車 X228‒009

2616 木製蝦 X218‒027【マーキング】C69
【貼ラベル】26□□

2618 土焼人形 X307‒004【マーキング】C74

2622 ― X223‒015【付札（無地）】4757
【マーキング】6北　2622　土焼象玩具　ジャワ

2670 墨壺 X049‒065【付札（無地）】墨つぼ　（大工用）

2731 網針入 X241‒007‒
1

？ （網針） X241‒007‒
2

2734 パッチ X050‒016
【マーキング①】308
【マーキング②】昭和六年六月四日 青森縣小泊にて （一枚五厘 
小ハ四枚デ一戔）　名称「パッチ」

2901 松明 X218‒013【マーキング】2901

2957 紙張 X045‒045
【付札（無地，表）】東京市芝區三田綱町十番地　澁澤邸内　アチ
ックミューゼアム

【付札（裏）】S308‒434　紙蚊帳
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小木片が糸で結ばれている。破損あり。 H15450紡車として車輪部のみ登録済み。 貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

X255‒1と1体のもの。糸車の左側。これは
八丈島の機にともなう糸車。材が同じ。　
側面に四角い穴が貫通している。上部に縄
を通している。

上記資料と一体と思われる。

着色あり。赤地に黒のしまを入れている。
左ひげ欠損。

登録済みの保谷番号2617資料は本資料に形
状が類似。

保谷原簿で「蝦」に該当する2600番台資料
保谷番号2616と2617のうち，未登録は2616
のみ。

白い地に着彩がほどこされている。剥離，
汚れあり。

保谷番号2618の備考欄に「欧州人（男）」
とあり，本資料の形状と合致。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「土焼象玩具」。

大工用。保谷番号2670の備考欄に「大工用」
とあり。

保谷原簿で「墨壺」に該当するのは保谷番
号2670のみ。

竹製の筒を木綿のヒモで編んだものの中に
入れてあり，木製の魚がついている。 X241‒007‒2（網針）を収納していた。

資料の形状と，中に入っていた X241‒
007‒2が網針（アバリ）であることから，
アバリイレと推定。保谷原簿で「アバリ
イレ」に該当するのは保谷番号2731のみ。

破れあり。
X241‒007‒1に収納されていた。保谷原簿名
称「網針」のうち，民博に登録されていない
ものは，保谷番号6139,6142,6143,6144の4点。

円形。 保谷原簿で「パッチ」に該当する保谷番号
2734と4207のうち，未登録は2734のみ。

保谷原簿によれば，地方名＝シデ。木ぎれ
の束。虫食い，ひび割れあり。削り花は
X218‒012の削り花と似ているのでまぎれ
込みか。

マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

「S308‒434」を保谷番号10434とみなして
（後段に頻出）保谷原簿を見たところ，備
考欄に「原収蔵番号判明2957」とあり本資
料に合致。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

2960 火キリ X228‒007【マーキング】2960

2972 Bug X230‒005【マーキング（鉛筆）】朝
【貼ラベル】2972

3040 奉納
藁人形 X049‒011【付札（12円官製はがきの上端を付札にしたもの）】S632‒1783

3073 手提袋 X093‒019

【付札①（無地，表）】ほ入れ　新潟縣中頸城郡桑取村横畑
【付札①（裏）】昭和八年二月　早川孝太郎氏採集　（票など，木の
實を入れる）

【付札②（無地）】3073

3121 ― X218‒012‒
3

【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】No.3121　だんぶ　
秋田縣河邊郡船岡村　昭和八年　早川孝太郎

3153 雪鋤 X076（1）‒
003

【マーキング（焼印）】久丁
【貼ラベル】S6南‒1891

3154 腰篭 X218‒009【付札（無地，一部欠落，未記入）】

3264 ― X223‒016
【付札（民族学博物館）】3264　鎌鞘　岩手縣岩手郡雫石村　昭8. 
8. 4 田中喜多美

3290 ― X197‒016‒
6

【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】No.3290 昭和八年
八月四　ウシゾリ（雛型）　田中喜多美　岩手縣岩手郡雫石

3347 箒 X100‒001【付札（無地，一部欠落）】塚村方言）で作り　　大概銘々の家で　　
しろ敷のとこ

3363 提灯 X101‒014
【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】3363　ボンヂョー
テン　愛知縣北相楽郡段嶺村田峯　昭和八年九月四日　アチッ
ク同人
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長方形の板。中央に凹みがある。紐がかけ
られていた。

H15943として錘が登録済みだがこれはその
台部分か?

マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

虫食い，剥離，ひび割れあり。 貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

墨書で顔が書いてある。
保谷原簿で「S632‒1783」に該当するのは
保谷番号2642花祭のヒイナと3040奉納藁
人形。藁製の本資料と合致するのは3040。

『史料館所蔵民族資料図版目録第一巻』
40ページ掲載の写真と同一。

保谷原簿によれば「だんぶ」とは，兎を狩る
際に用いた猟具である。名称「だんぶ」と表
記。褐変。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「ダンブ」。

貼ラベルの「S6南‒1891」を保谷番号11891
とみなした。保谷原簿で該当する番号の
備考欄をみると，「原収蔵番号判明 3153」
とある。

樹皮で編まれた籠。上部に手下げがついて
いる。

『史料館所蔵民族資料図版目録第1巻』26
ページ掲載の写真と同一。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「鎌鞘」。
保谷番号15061荷畚，5701水樽，8397ドンア
ゲの付札などと一緒に撮影。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「ウシゾリ」。

保谷原簿で，保谷番号3347の備考欄に本
資料の付札内容と同じ文字がみられ，合
致。

虫食い，銅サビあり。破損の恐れがある為
取り扱い注意。竹，木のはじけ，和紙の破
損。

付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

3408 マツドン
チエゴ X105‒011

3427 ヘソ巻 X062‒004【付札（無地）】へそ　岩手県

3466 ― X219‒035【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】ザルツコ　秋田縣
仙地郡角館町　昭和八年九月□八日　澁澤敬三

3528 ヒジキ X230‒016【貼ラベル①】□528
【貼ラベル②（一部欠落）】ひ（方

3529 梭 X230‒019【貼ラベル】3529

3529 ― X230‒017
【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】3529　梭　Fudki
（中）と Wasa（外枠）　鹿児島県大島郡鎮西村諸鈍　昭和八年八
月　永井龍

3530 ― X230‒018

【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan，表）】3530　アゼ　
鹿児島県大島郡鎮西村諸鈍　昭和八年八月　永井龍

【付札（裏）】布絲を交錯させる為用ゆ
【貼ラベル（形跡のみ）】

3611 アテキ X099‒004
【マーキング①】B62
【マーキング②】3611
【マーキング③（内容は判読不可能）】

3617 草履 X192‒024

【付札①（無地，表）】CDL9
【付札①（裏）】S549‒1086
【付札②（無地）】S549‒1086
【付札③（無地）】M1086　5528

3627 輪樏 X192‒024

【付札①（無地，表）】CDL9
【付札①（裏）】S549‒1086
【付札②（無地）】S549‒1086
【付札③（無地）】M1086　5528

3628 脛巾 X192‒024

【付札①（無地，表）】CDL9
【付札①（裏）】S549‒1086
【付札②（無地）】S549‒1086
【付札③（無地）】M1086　5528
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『史料館所蔵民族資料図版目録第二巻』
94ページの写真と同一。

保谷原簿で未登録の「ヘソ」に該当する保
谷番号2588，3427，16072～16074のう
ち，岩手県で収集された未登録資料は
3427のみ。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「ザルツコ」。

X230‒17と同時に収集されているので，保
谷番号3528かと思われる。

保谷番号の下3桁が「528」となる資料を調
べて確定。

貼ラベル番号を保谷番号とみなした。た
だし，本資料は筬と筬枠であり，保谷原
簿名称にある「梭」ではない。

資料は確認できず，付札のみ発見。保谷番
号に対応する保谷原簿名称は「杼」。

資料は確認できず，付札のみ発見。保谷番
号に対応する保谷原簿名称は「アゼ」。 付札の記載事項が保谷番号3530と同一。

マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

ワラ製の足に，スネアテ，ワラグツ，カン
ジキを装着。ただし片足のみ。カンジキは
両足あり。

保谷番号3627，3628，3629とともに同じ仮
番号がつけられていた。

付札の「S549‒1086」を保谷番号11086とみ
なした。保谷原簿で該当番号の備考欄を
みると，「原収蔵番号判明 3617 3627 3628 
3629」とある。本資料はそのうち3617。

ワラ製の足に，スネアテ，ワラグツ，カン
ジキを装着。ただし片足のみ。カンジキは
両足あり。

保谷番号3617，3628，3629とともに同じ仮
番号がつけられていた。

付札の「S549‒1086」を保谷番号11086とみ
なした。保谷原簿で該当番号の備考欄を
みると，「原収蔵番号判明 3617 3627 3628 
3629」とある。本資料はそのうち3627。

ワラ製の足に，スネアテ，ワラグツ，カン
ジキを装着。ただし片足のみ。カンジキは
両足あり。

保谷番号3617，3627，3629とともに同じ仮
番号がつけられていた。

付札の「S549‒1086」を保谷番号11086とみ
なした。保谷原簿で該当番号の備考欄を
みると，「原収蔵番号判明 3617 3627 3628 
3629」とある。本資料はそのうち3628。
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仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
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3629 ウゴミ X192‒024

【付札①（無地，表）】CDL9
【付札①（裏）】S549‒1086
【付札②（無地）】S549‒1086
【付札③（無地）】M1086　5528

3677 アシナカ X045‒026【付札（無地）】21 宇佐郡深川村　アシナカ

4004 菅笠 X066‒005
【付札（無地）】名称 すげ笠　使途 主トシテ早苗取ノ際用フコト
アリ　住所 埼玉縣大里郡八基村　氏名 八基村青年団血洗島支
部

4047 田下駄 X099‒008【マーキング（黒字）】4047

4127 ― X103‒012【付札（無地）】ハヘナハの　イカリ　浦郷村郷　9‒4‒□

5001 草鞋 X055‒040【付札（無地）】わらぢ 中設楽郡田口町和市　森安信

5027 ニゴナワ X046‒016
【付札（無地）】□□10□1號　採集地 □人　方言 ミゴナワ（ウミ
ゴ□）　使用□ オ舞縄　産地 石川縣凰至穴水町　寄贈□ 東京
市芝區三田網町十番地 アチックミュウゼアム

5107 ― X160‒000【付札（無地）】アシ□□　駿東郡大岡村　大□ひ□子

5185 （空欄） X179‒005【付札（無地，表）】M5185　新潟県
【付札（裏）】アイヌ　M‒5213　1E‒20‒4

5214 ヨネ
マンジュウ X055‒004

【マーキング】米まんじゅう（山形）
【メモ紙】一，名称 米まじゅう　一，産地 山形縣飽海郡観音寺村 小
正月の市にて　一，用途 玩具　一，小正月の市　夜籠り（神社）参
禅 （寒中の五日間（夜）の行事。お寺の廊下等に子供相手の店が出
されて，米まんじゅう密柑，釣せんべい，其の他の駄菓子等を賣る。

5273 ウソ X112‒032【付札（無地）】方言ウソ，天満宮，寄贈者山本
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ワラ製の足に，スネアテ，ワラグツ，カン
ジキを装着。ただし片足のみ。カンジキは
両足あり。

保谷番号3617，3627，3628とともに同じ仮
番号がつけられていた。

付札の「S549‒1086」を保谷番号11086と
みなした。保谷原簿で該当番号の備考欄
をみると，「原収蔵番号判明 3617 3627 
3628 3629」とある。本資料はそのうち
3629。

保谷原簿で「宇佐郡深川村」「アシナカ」
に該当するのは保谷番号3677のみ。

『史料館所蔵民族資料図版目録第五巻』8
ページ掲載の写真と同一。

木枠がはずれている。中心部の棒が欠失。 マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「イレコ」。

一足のわらじがひもでまとめられている。

保谷原簿で「森安信」に該当するのは保谷
番号5001草鞋，5002スゲ緒草履，5003綯
込足半草履，5006足半草履，5008綯込足
半草履，5010砥石袋の6点。本資料の形
状に合致するのは5001のみ。

保谷原簿に「ミゴナワ」はないが，保谷番
号5027の保谷原簿名称が「ニナゴワ」。誤
記か。採集地も一致。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「足半草履」。

付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

上部が透明な箱の中に，果物や動物の形の
まんじゅうが入っている。計5個＋カケラ。

保谷原簿で「マンジュウ」「山形縣飽海郡
観音寺」に該当するのは保谷番号5214の
み。

保谷原簿で「ウソ」「天満宮」に該当するの
は保谷番号5273のみ。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

5275 地機用梭 X230‒010【付札（無地）】山口勇
【貼ラベル】5275

5304 アシナカ
ゾーリ X160‒009

【付札①（民族学博物館）】足半結緒草履　新潟県古志郡東山村塩
谷　市川信次　鈴木庄吉

【付札②（無地）】十三年　鈴木庄吉　古志郡東山村塩谷

5305 桐貝 X223‒008

【付札①（無地）】4105
【付札②（無地）】新潟縣古志郡種苧原村　坂牧善辰　桐貝（現在
使用品）

【ビニール袋】A‒214

5305 ― X223‒017【付札（無地）】桐貝　新潟縣古志郡種苧原村　坂牧善辰（寄贈）　
昭和10.6.20収蔵　備考 現在使用のもの

5327 下駄 X021（2）‒
006

5598 ― X190‒008

【付札①（民族学博物館）】5598 540 三ツ椀・ゴキ 岩手県二戸郡荒沢村石神 岩手縣二戸郡荒沢
村石神 昭和10.9.15 斉藤善助 S540‒922 540

【付札②（民族学博物館）】5598 540 三ツ椀・ゴキ 岩手県二戸郡荒沢村石神 岩手縣二戸郡荒沢
村石神 昭和10.9.15 斉藤善助 一組4点 いずれも椀（蓋付） つぼ椀（蓋付）小皿 4点の中の一つ

【付札②（裏）】10922には石神は字となっているが？
【付札③（無地）】3142

5600 ツヅラ X078‒004

【付札①（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】No.5600　ツヅラ　岩手縣
二戸郡荒澤村字石神　昭和10年9月15日□　斉藤善助

【付札②（無地）】5600　6北　ツヅラ　岩手県二戸郡荒澤村石神　昭和
10年9月15日　斉藤善助　斉藤善助　此の篭2個を馬に付けて道中せり

5650 ― X223‒017【付札（民族学博物館）】5650　547　ワラハバキ　岐阜 本巣 船
木

5674 スキ X117‒005【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】5674
【マーキング（黒字）】犂（沖縄）

5701 ― X223‒016
【付札（民族学博物館）】614　知夫天郡黒木村　根縣□□□知夫
郡黒木村　収蔵年月 昭和10. 10. 10　採集者 安達和太郎　寄贈
者 安達和太郎　備考 漁民や農民が使用する水入

5739 kwan 
bok shin X184‒018【付札（民族学博物館）】5739　307　皮沓　朝鮮平安南道平壌府

柳町　昭和10.8　昭和10.9.17　崔応錫
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糸（管巻）入り。上部に布を着せている。 貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

1セット。 保谷原簿で「新潟県」「塩谷」に該当する
のは保谷番号5304のみ。

透明のビニール袋に入っていた。鉄製品と
植物性の縄ヒモからなる。鉄製品のとがっ
た側には乳茶色の付着物が見られる。所々
だが，全体的にサビがういている。

保谷番号5305は H17129ホラとして登録済
み。H17129の記述が正しいか要確認。

保谷原簿で「桐貝」に該当するのは保谷番
号5305のみ。

保谷原簿で「桐貝」に該当するのは保谷番
号5305のみ。

木製台の上に竹皮製の草履を装着。 『史料館所蔵民族資料図版目録第三巻』
32ページ掲載の写真と同一。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「三ツ碗・ゴキ」。

付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「藁製脛巾」。

鉄部分欠か?　地方名ウンジョーキ。芭蕉
糸を績む時に用ふ。之は土地により，名称
色々あり，糸満にてはウンバラ，又単にバ
ーキと云う所もある。バーキは一般にザル
と云う。

付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「水樽」。
保谷番号15061荷畚，5701水樽，8397ドンア
ゲの付札などと一緒に撮影。

付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。
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番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

5805 ナンバ X099‒012

5860 飯匙 X055‒001【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】S309‒463　早川
孝太郎

5891 シバ X021（1）‒
008

【付札（日本常民文化研究所民具標本）】S308‒382　第5871號　
308　采幣カ

【貼ラベル】S308‒382

5952 トンボ X237‒008【貼ラベル】5952

6018 鰻テボ X103‒008

6154 枕沖箱 X096‒006【貼ラベル】6154

6370 藁靴 X055‒041
【付札①（無地）】上州猿ケ京（山本氏）　神保綾吉氏（しい□□）　
7/19雪靴又ハ藁靴

【付札②（Attic Museum Society, Tokyo Japan，断片のみ）】

6398 ドウマリ X241‒016【付札】ドウマリ

6468 ハナ X186‒001‒
2

【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】No.6467 ハナ　東
京府新島本村　藤木喜久磨

【封筒】M6467は「オテングラ」で「ハナ」ではない　M6468のまち
がいか? S.9.

6497 ゴロビツ X176‒007

【付札①（無地）】Dℓ 30
【付札②（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】ゴロビツ　愛媛
県伊予郡松前　昭和11‒9‒22

【付札③（無地）】（全面蛍光緑色でマーク）
【マーキング（刻印）】御用桶

6502 Badijip X230‒023‒
2

【付札①（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】6502　（オサ）　
蔚山邑達里　360814　A. M　朴一洪

【付札②（無地）】方言 Badi
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鼻緒のところに，こより状のものがある。 『史料館所蔵民族資料図版目録第三巻』
14ページ掲載の写真と同一。

保谷原簿で「早川」「S309‒463」に該当す
るのは保谷番号5860のみ。

貼ラベルの「S308‒382」を保谷番号10382
とみなして（後段に頻出）保谷原簿を見た
ところ，備考欄に「原収蔵番号判明　
5891」とある。

鉄部分にサビ，ひも部分にほこりによる汚
れ，プラスチック部分欠損あり。 H17733釣針として一部が登録済み。 貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾

なし。

破損，竹のはじけあり。 『史料館所蔵民族資料図版目録第二巻』
166ページ掲載の写真と同一。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

一足がひもで結ばれている。 保谷原簿で「神保綾吉」に該当するのは保
谷番号6370のみ。

藁を編んだもの。内側にヒモと布きれがつ
いている。

保谷原簿で「ドウマリ」に該当するのは保
谷番号6398のみ。

保谷番号6467「オテングラ」は，H18204 
H18205「御幣」として登録済み。保谷番号
6468「ハナ」は未登録。

封筒に書かれた6468を保谷番号とみなし
て矛盾なし。

保谷原簿で「ゴロビツ」に該当するのは保
谷番号6497のみ。

（オサ） 付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。
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6506 Badi.tip, 
Padi‒tip X230‒020

【付札①（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】6506　padi‒tsip　
蔚山邑達里　360814　□春□

【無地札②（無地）】アチックミュウ　padi‒tip 2　慶□蔚山達里

6507 buk puk X230‒006【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】Puk　6507　蔚山
邑達里　朴春錫　360814　A.M

6507 ― X230‒013
【付札（無地，表）】東京市芝区三田綱町十番地 アチックミュウゼ
アム

【付札（裏）】puk　慶南 , 蔚山 , 達里　朴金錫　36

6545 Patige 
Bajige X210‒013

【付札①（民族学博物館，表，未記入）】
【付札①（裏）】箱外‒P6　満州・アイヌ　朝鮮
【付札②（日本常民文化研究所）】6545　5北　Patige, Bajige　朝
鮮 慶尚南道 蔚山郡 蔚山邑　昭和11・8・7　AM 同人

【付札③（Attic Museum Society, Tokyo Japan，表）】6545　pa‒
tsige　蔚山邑内市場　360807　A.M  【付札③（裏）】27

【貼ラベル】456 【木箱】No36 民族学博物館

6702 ヒ X230‒008【付札（Attic Museum Society ,Tokyo Japan）】ヒ　新潟縣北魚沼
郡湯之谷村大字上折立　昭11‒9

6707 オサ X230‒023‒
1

【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】6707　オサ　新潟
縣北魚沼郡湯之谷村大字上折立　昭11‒9　富永清策

6708 廻轉棒 X230‒023‒
6 【貼ラベル】6708

6709 コシイタ X230‒003
【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】6709　コシイタ 
新潟縣北魚沼郡湯之谷村大字上新立　昭和11‒9　富永清策

【貼ラベル】6709

6830 ヒヅキ X230‒009
【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】ヒツキ（地機の部
分品）　鹿児島縣大島郡宇検　浜田國義

【貼ラベル】6830

6841 ヒユチ
フドー X074‒064【郵便袋】保谷行　（石3個）　6841　火打袋　鹿児島

7190 足半草履 X021（2）‒
008

【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】719　（アシナカ）　
Loc. 鹿児島縣大島郡東方村字嘉鉄　Date. 昭和12.3.30　Coll.by
三宅宗悦（代村上清文）　Ex.by 廣瀬祐良（大島郡名瀬町小股）
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付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

虫食い，剥離，ひび割れあり。 付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

上記資料に付随。保谷番号に対応する保谷
原簿名称は「buk pug」。

木箱の中に入っていた。藁ひもが破損して
いる部分あり。 付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

保谷原簿で「ヒ」「新潟縣北魚沼郡湯之谷
村」に該当するのは保谷番号6702のみ。

新聞紙（X230‒023‒8）で X230‒023‒1～7ま
でが包まれている。 付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

資料は地機の布巻具。保谷原簿には回転棒
で登録。X230‒23‒1と同時に収集。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

貼ラベル番号を保谷番号とみなして矛盾
なし。

袋の中に火打石3ケ。郵便袋に「36.9.24」の
スタンプあり。

郵便袋番号を保谷番号とみなして矛盾な
し。

保谷原簿で「鹿児島縣大島郡東方村」「三
宅宗悦」に該当するのは保谷番号7190の
み。
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7338 ― X235‒012‒
4

【付札①（Attic Museum Society, Tokyo Japan，表）】7547　刺墨
道具　台湾トアカラ社　1937.5.8　鹿野忠雄　7338

【付札①（裏）】Choko, kargubin 34才　♀
【付札②（無地）】「Shibnchiku chik　Choko karyobon　39才　♀　
Toaka □

7421 大平籠
Tsuatsuapan X231‒005【付札①（無地）】No301 Tsuatsuapan　□□□□」

【付札②（無地，形跡のみ）】

7421 大平籠 X231‒006

7421 大平籠 X231‒007

7421 大平籠 X231‒008

8127 文鎭漕鍵 X224‒042【付札（無地）】文鎭漕鍵　廣島県賀茂郡　進藤松司殿

8244 サイ X230‒001

【付札①（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】8244　サイ　廣
島 , 安佐郡 , 原村 , 西原　昭13. 5. 10

【付札②（無地，表）】15　サイ　安佐郡原村西原」
【付札②（裏）】昭和拾貮年九月

8377 瓶伏 X235‒034【付札（無地，一部欠落）】To

8397 ― X223‒016
【付札（民族学博物館）】民族学博物館　第8397號　606　名稱 ウ
ドンアゲ　所用地 東北地方　採集地 東北地方　収蔵年月 昭
和13. 11. 25　採集者 功力亀内

8528 ― X021（2）‒
025

【付札（無地）】岩手縣稗貫郡新堀村　方言ツマゴ　二十二号　
8528

8711
または
8712

穴子釣り X105‒007【付札（Attic Museum Society, Tokyo Japan）】穴子釣　東京　大
森　昭和14.6.27
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資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「入墨鉢　四本」。

破損あり。全体的に劣化が激しく，折れや
すい。

保谷原簿で「Tsuatsuaoan」に該当するの
は保谷番号7421のみ。

破損，全体的に劣化が激しく，折れやす
い。 上記資料と続き番号で形状が類似。

破損，全体的に劣化が激しく，折れやす
い。 上記資料と続き番号で形状が類似。

破損，全体的に劣化が激しく，折れやす
い。 上記資料と続き番号で形状が類似。

四つに分かれ，ひもの先に【図あり】円形に
直線が付いた形状の金具が結び付けられて
いる。

H19456釣鉤（タコツリ）として登録済み。ど
ちらが正？

保谷原簿で「文鎭漕鍵」に該当するのは保
谷番号8127のみ。

虫食い，剥離あり。 付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

透明のガラス製のピン型の形状で，底の部
分が内側にもり上がり穴があいている。汚
れあり。

保谷番号が一つ前の8376瓶伏（H19662と
して登録済み）と形状が類似。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「ウドンアゲ」。
保谷番号15061荷畚，3264鎌鞘，5701水樽，
ドンアゲの付札などと一緒に撮影。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「ツマゴ」。

保谷原簿で「穴子釣」に該当する保谷番号
8711，8712，8713のうち，未登録は8711
と8712.
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

8746 モッコ X021（1）‒
009‒1,‒2

8787 田下駄 X099‒009【付札（無地）】霞ヶ浦北沿岸地方　田下駄

8847 ワラグツ
クツ X107‒011【マーキング】8847

9200 水筒 X022‒010【マーキング（鉛筆）】9200
【貼ラベル（形跡のみ）】

9228 ― X197‒016‒
7 【付札（日本常民文化研究所）】第13317號　手杵　不明

10038 蠟茶碗 X161‒001【貼ラベル（一部欠落）】S □□□□　9個ノ中

10038 蠟茶碗 X161‒002

10038 蠟茶碗 X161‒003

10038 蠟茶碗 X161‒004【貼ラベル】S138‒38　9個ノ中

10038 蠟茶碗 X161‒005【貼ラベル】S138‒38　9個ノ中

10038 蠟茶碗 X161‒006【貼ラベル】S138‒38　9個ノ中
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資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

1組。そろいではなく，1つはビール木箱の再利
用。【図あり】 保谷番号 . 8746 モッコ 採集者 
功刀亀内 収蔵期 昭和一四・七・二三 備考 海
苔座留擔台購入品 205。 保谷番号8746は
H19906として登録済み。わら製もっことある
が，異なる。これは8746ではないので処理必要。

すでにH19906として登録されている保谷番
号8746は「背負かご」。本資料は，保谷原簿備
考欄の「海苔座留擔台」と形状が一致するた
め，本来の保谷番号8746だったと推測される。
H19906の履歴を再確認する必要あり。

保谷原簿8746の備考欄に「海苔座留擔台」
とあり，本資料の形状に合致。

付箋メモ：エクセルを「霞」で検索すると，保谷番
号8787…備考に「霞ヶ浦北沿岸地方田下駄」と古
い付札にあり，保谷番号13576…採集地「霞ヶ浦」

「地方（北岸）」とあり，H0019930として登録済み
だが，8787＝ X99‒009が正しいのでは?

保谷原簿で「霞ヶ浦北岸地方」「田下駄」
に該当するのは保谷番号8787のみ。

マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

吊手がとぎれている。 マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「竪杵」。

保谷番号10038は，すでに H20163 H20164
「擂鉢」として登録済みだが，保谷番号10037
「木鉢」と混同したものか。

保谷原簿で「茶碗」が9個揃いになってい
るのは，保谷番号10038のみ。

青い絵付け。 保谷原簿で「茶碗」が9個揃いになってい
るのは，保谷番号10039のみ。

青で絵付け。ウロコ模様。 保谷原簿で「茶碗」が9個揃いになってい
るのは，保谷番号10038のみ。

青で柄付け。 保谷原簿で「茶碗」が9個揃いになってい
るのは，保谷番号10038のみ。

青で絵付け。ウロコ模様。 保谷原簿で「茶碗」が9個揃いになってい
るのは，保谷番号10038のみ。

青で絵付け。 保谷原簿で「茶碗」が9個揃いになってい
るのは，保谷番号10038のみ。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

10038 蠟茶碗 X161‒007【貼ラベル①】S138‒38　9個ノ中
【貼ラベル②】S138‒38　9個ノ中

10038 蠟茶碗 X161‒008

10038 蠟茶碗 X161‒009

10107 製葛粉用
フネ X233‒001【マーキング】製葛用フネ　岩手

10108 一本橇 X209‒004‒
2

【付札（無地）】46 一本橇
【マーキング①（黒字）】一本ゾリ　10108
【マーキング②（赤字）】（新潟）
【貼ラベル】S2イ‒108

10108 一本橇 X209‒004‒
1 【付札（無地）】46 一本橇

10131 犬ぞり X212‒001
【付札（無地）】10131
【マーキング①（黒字）】10131
【マーキング②（白字）】10131

10144 円形浅笊
（中形）節 X231‒013【貼ラベル】S301‒144

10146 大鎌刃先 X220‒003【付札（日本常民文化研究所）】大鎌刃先　301

10147 円形浅笊
（大形）節 X231‒017【付札（無地）】（全面蛍光緑色でマーク）

【マーキング（白字）】B.No.29

10151 削り具か？ X175‒034【貼ラベル】S301‒151
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資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

青で絵付け。ウロコ模様。 保谷原簿で「茶碗」が9個揃いになってい
るのは，保谷番号10038のみ。

青で絵付け。 保谷原簿で「茶碗」が9個揃いになってい
るのは，保谷番号10038のみ。

青で絵付け。底のウラに模様あり。 保谷原簿で「茶碗」が9個揃いになってい
るのは，保谷番号10038のみ。

緑色のラベルが中に入っていた。 保谷原簿で「製葛用フネ」は保谷番号
10107のみ。

三日月型。右側下方内面に切れ込みあり。
重い。虫食い，ひび割れ，欠損部分あり。
虫食いの激しい箇所は割れていて内面が見
えている。

マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

三日月型。右側下方内面に切れ込みあり。
重い。虫食い，ひび割れ，欠損部分あり。
虫食いの激しい箇所は割れていて内面が見
えている。

上記資料と付札の項目が同一なので，同
じ資料番号とした。

付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

円形。 貼ラベルの「S301‒144」を保谷番号10144
とみなした。

保谷原簿で「大鎌刃先」に該当するのは保
谷番号10146のみ。

ビニールに包まれている。円形。破損，側
面と底の部分が外れている箇所あり。

保谷番号10147の備考欄に「ビルマ No.29 
丸箕」とある。

H20234が登録済みだが，保谷原簿備考欄に
ある図からX175‒34とH20234とで一つとな
す。

貼ラベルの「S301‒151」を保谷番号10151
とみなした。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

10164 Rake X243‒014
【マーキング（白字）】10164
【貼ラベル①】S301‒164
【貼ラベル②】10164　マグワ

10166 小型竹籠 X076（1）‒
006

【マーキング①】10166‒2
【マーキング②】C‒16
【貼ラベル（形跡のみ）】

10169
田畑の
地均し
用具

X085‒001【付札（無地）】コロバシ　古ろばし　田畑ヲ　地
【貼ラベル】S301‒169

10170 鍬 X243‒015【貼ラベル】S301‒170

10171 犂
（部分品） X069‒009【貼ラベル】S301‒171

10171 犂
（部分品） X069‒010【貼ラベル】S301‒171

10174 鍬の板？ X067‒021【貼ラベル】S301‒174

10178 織機残片
（七箇） X251‒012【付札（無地）】収蔵原簿番号10178 民博未登録資料　前後は

H20252木棒　H20253 02‒1H‒08‒03.04

10178 織機残片
（七箇） X252‒005【付札（日本常民文化研究所）】10178　302　織機残片（7箇）

【貼ラベル】S302‒178

10182 道具の台部
（残片） X201‒007

【付札（無地）】（全面蛍光緑色でマーク）
【マーキング（白字）】不明
【貼ラベル①】S302‒182
【貼ラベル②】鳥居

10186 乾燥機 X115‒029【付札（無地，表）】S302‒186
【付札（裏）】松本市伊勢町 池上隆祐　昭和八年二月□□
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木製刃7本のうち，1本欠損。 マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

保谷番号10166はH20242（写真を確認すると
同一）として1点登録済み。保谷番号10166の
備考に2点とあるので，1点のみ登録し，X76

（1）‒6は未登録で残されたもよう。

マーキング番号を保谷番号とみなして矛
盾なし。

貼ラベルの「S301‒169」を保谷番号10169
とみなした。

日本国内にない形状。柄に節があるが竹で
はなく，日本の木材でない。サビあり。

貼ラベルの「S301‒170」を保谷番号10170
とみなした。

三本のうち一本は H20245として登録済み。貼ラベルの「S301‒171」を保谷番号10171
とみなした。

三本のうち一本は H20245として登録済み。貼ラベルの「S301‒171」を保谷番号10171
とみなした。

貼ラベルの「S301‒174」を保谷番号10174
とみなした。

3種類のヒモがからまっている。八角柱の
上下に十字型の部品がついている。細い円
柱がヒモでつながっている。

保谷番号10178の備考欄に「七箇」とあるの
で，本資料は一部。 付札に「10178」とある。

保谷番号10178の備考欄に「七箇」とあるの
で，本資料は一部。 付札番号を保谷番号とみなした。

鳥居を逆さにしたような形。削れ，破損，
大半紛失か?

貼ラベルの「S302‒182」を保谷番号10182
とみなした。

備考に2台とある。H10186に1台登録済みな
ので残りの1台。

貼ラベルの「S302‒186」を保谷番号10186
とみなした。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

10190 鞍断片 X112‒031【付札】S302‒190

10226 八角小形
木台 X239‒009【付札】S303‒226

10256 ホクチ入？ X021（1）‒
025 【貼ラベル（黒字）】S304‒25□

10263 紙張子
動物車 X067‒025【貼ラベル】S304‒263

10265 織機部分
（腰板） X250‒010【貼ラベル】S304‒265

10266 鮫皮山
太鼓

X076（1）‒
002 【貼ラベル】S304‒266 「□□生正

風」と墨書。

10268 織機部分
（前巻） X250‒008

【貼ラベル①】S304‒268
【貼ラベル②】地機布巻具（オマキ）」と記入
【貼ラベル③】巻

10269 メグリ
持タセ棒 X243‒010【貼ラベル①】□グリ持タセ棒

【貼ラベル②】S309‒269

10280

社寺の
欄間の
木彫板

（二枚）

X176‒020【貼ラベル】S305‒280

10280

社寺の
欄間の
木彫板

（二枚）

X176‒019

10337 天蓋 X081（2）‒
008 【貼ラベル】S306‒337
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貼ラベルの「S302‒190」を保谷番号10190
とみなした。

底面に釘がささっており，紐が結びつけら
れている。虫食い，汚れあり。釘は錆びて
いる。

貼ラベルの「S303‒226」を保谷番号10226
とみなした。

貼ラベルの「S304‒25□」を保谷番号10250
～10259のいずれかとみなして保谷原簿を
見たところ，保谷番号10256の図が本資料
と対応。

貼ラベルの「S304‒263」を保谷番号10263
とみなした。

汚れあり。 貼ラベルの「S304‒265」を保谷番号10265
とみなした。

貼ラベルの「S304‒266」を保谷番号10266
とみなした。

汚れあり。 貼ラベルの「S304‒268」を保谷番号10268
とみなした。

貼ラベルの「S309‒269」を保谷番号10269
とみなした。

貼ラベルの「S305‒280」を保谷番号10280
とみなした。

上記資料と形状が類似。

一部に白カビ，緑カビが付着している。 保谷原簿の備考欄に「四個」とあり，H20386
と H20387の二点は登録済み。

貼ラベルの「S306‒337」を保谷番号10337
とみなした。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

10356 壷
（口 ） X077‒006【付札（日本常民文化研究所）】10356　307　口 壷　第一銀行京

橋支店築場出土品
「キ　―」と
ある。

10363 菊花形皿
（2枚）

X077‒008
②‒1,‒2

【付札（日本常民文化研究所）】10363　307　菊花形皿 2　第一銀
行京橋支店築場出土品

10370 皿 X125‒010【貼ラベル】S307‒370

10372 高杯　
欠片 X316‒010【貼ラベル】S307‒372

10385 おさ
（三個） X230‒011

【付札①（無地）】十一ヨ□
【付札②（無地）】十ヨ□
【付札③（無地）】十三ヨ□
【貼ラベル】S309‒385

10386
織機用

断片（三）
曲った竹

X230‒026
【付札（日本常民文化研究所）】10386　309　織機用断片3曲ツタ
竹

【貼ラベル】S309‒386

10387 織機用竹
十三本

X230‒023‒
3

【マーキング①】十 一□田中氏小
【マーキング②】□ 田中氏小
【マーキング③】一□ 田中氏小一
【マーキング④】□ 田中
【マーキング⑤】一 尺四 田中
【マーキング⑥】第一高 四拾ノ内 田中
【マーキング⑥】第一四拾ノ内 田中   【貼ラベル（形跡のみ）】

10388 織機用竹
四本 X230‒024【付札（日本常民文化研究所）】10388　309　織機用竹4本

【貼ラベル】S309‒38□

10389 織機用
断片 X230‒028

【付札（日本常民文化研究所】10389　309　織機用断片（モトハ
タ）の部分

【マーキング（黒字）】大内　たなかうぢ
【貼ラベル】S309‒389

マーキング
4，「□」と焼
印。

10390 織機用
断片 X230‒027

【付札（日本常民文化研究所）】10390　309　織機用断片竹3本
【貼ラベル①】0
【貼ラベル②（内容は判読不可能）】

10390 織機用
断片 X230‒039
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資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

首部欠損。 付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

2皿とも欠損あり。 付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

貼ラベルの「S307‒370」を保谷番号10370
とみなした。

剥離，汚れ，破損，欠損あり。 貼ラベルの「S307‒372」を保谷番号10372
とみなした。

虫食い，剥離あり。 保谷番号10384～10410は機織り関係の資料。
同じ場所で集めたものか。

貼ラベルの「S309‒385」を保谷番号10385
とみなした。

破損あり。 貼ラベルの「S309‒386」を保谷番号10386
とみなした。

保谷番号10385～10400 このあたりに，田
中氏旧蔵の機部品あり。多分どれかに相
当。

保谷原簿では本数が13本と記されているの
に対し，本資料は16本。

保谷番号10384～10410の機織り関連資料
（旧蔵者は「田中」か）のうち，10本以上を
束ねて1資料としていたのは，保谷番号
10387のみ。

破損あり。 付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

X230‒23‒3と同じ家のもの。高機の部分の
ようです。「アラオサ」「シンシ」「ソウコウ」

（高機用），高機で木綿を織っていた部分。
さかの

付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

中は空洞で，片方にネジ状の突起がある。
サビあり。 上記資料と同類と思われる。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

10393 地機の梭 X230‒007【付札（日本常民文化研究所）】103□□　地機□　309
【貼ラベル】S □09‒□18

10394 ― X230‒022【付札（日本常民文化研究所）】10349　309　地機の梭

10395 織機用
断片 X230‒029【付札（日本常民文化研究所）】10395　309　織機用断片

10396 織機断片
（竹） X230‒012

【付札（日本常民文化研究所）】10396　□09　織
【マーキング（鉛筆）】中村長一
【貼ラベル】S □09‒396

10397 織機用
断片（木）

X230‒023‒
5 【貼ラベル】S309‒3□7

10398 織機用
断片 三

X230‒023‒
4

【マーキング①（黒字）】イ
【マーキング②（黒字）】リ
【マーキング③（黒字）】ホ
【マーキング④（黒字）】ヌ
【貼ラベル（形跡のみ）】

10399 織機用
断片四 X230‒025【付札（日本常民文化研究所）】10399　309　織機用断片4女竹

【貼ラベル】□‒6C

10400 機織用
断片 5 X230‒021【付札（日本常民文化研究所）】10400　309　織機用断片 5

【貼ラベル】S309‒400

10409 糸縄機 X096‒016【マーキング（黒字）】田中部屋　たなか
【貼ラベル】S308‒40□

10418 竹製筆立 X045‒003【貼ラベル】S308‒418

10426 自然木の枝 X045‒002【付札（日本常民文化研究所）】426 308 自然木の板
【貼ラベル】S □08‒426
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資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

保谷原簿で「地機」「103□□□」に該当す
る保谷番号10391～10394のうち，未登録
は10393のみ。

対応する資料は登録済み。保谷番号に対応
する保谷原簿名称は「地機」。

虫食い，円筒状の部分に一部欠損あり。 付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

貼ラベルの「S309‒3□7」を保谷番号103
□7とみなした。

木の部品が2点，竹の部品が1点。X230‒023
‒3と一括か?

竹製部品1本と木製部品2本という組み合
わせ。保谷原簿で保谷番号10398の備考
欄に「竹一木二」とあり。

付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

高機用の筬枠かと思われます。さかの 付札番号を保谷番号とみなして矛盾なし。

手廻しが付いている。虫食いあり。 貼ラベルの「S308‒40□」を保谷番号10400
～10410のいずれかとみなした。

貼ラベルの「S308‒418」を保谷番号10418
とみなした。

貼ラベルの「S□08‒426」を保谷番号10426
とみなした。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

10427 （空欄） X045‒012【貼ラベル】S308‒427

10428 （空欄） X202‒002【付札（日本常民文化研究所）】10428　308
【貼ラベル】S308　428

10431 物をおろす
器 X045‒001【貼ラベル】S36□‒431

10450

木の一端
を削って
顔を描く
（一対）

X086（1）‒
014 【貼ラベル】S309‒450

10458 状箱か？ X083‒001【マーキング】S309‒458

10462 瓢箪製
水汲み X218‒017【貼ラベル】309‒462

10482 諸乗物
古切符

X193‒037‒
8 【貼ラベル】S309‒482

10482 諸乗物
古切符

X193‒037‒
1

10482 諸乗物
古切符

X193‒037‒
2 【包み帯】昭和三年各月東京　大阪　昭和□□九月□□

10482 諸乗物
古切符

X193‒037‒
3 【マーキング】渡辺為　十一才

10482 諸乗物
古切符

X193‒037‒
4
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資料熟覧時の所見など 備考 保谷番号と仮番号とを対応させた根拠

貼ラベルの「S308‒427」を保谷番号10427
とみなした。

下駄のような形状。ひもで一対にまとめら
れている。全体的に少々削れあり。

貼ラベルの「S308‒428」を保谷番号10428
とみなした。

荒い大根おろしをつくる。 貼ラベルの「S36□‒431」を保谷番号10431
とみなした。

貼ラベルの「S309‒450」を保谷番号10450
とみなした。

マーキングの「S309‒458」を保谷番号10458
とみなした。

ふくらみの部分に穴をあけている。上部は
切ってある。欠損，へこみあり。 シールの「309‒462」から保谷番号10462。

貼ラベルの「S309‒482」を保谷番号10482
とみなした。

上記資料（X‒193‒037‒8）に封入されてい
たと推定。

折れ，破損あり。 上記資料（X‒193‒037‒9）に封入されてい
たと推定。

回数券冊子。しみあり。 上記資料（X‒193‒037‒10）に封入されて
いたと推定。

美術展覧会用。 上記資料（X‒193‒037‒11）に封入されて
いたと推定。
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図 保谷
番号

保谷原簿
での名称

民博
仮番号 付札・マーキング・ラベルなど，資料本体とを対応させた情報

製造者や
使用者の
マーキング

10482 諸乗物
古切符

X193‒037‒
5

10482 諸乗物
古切符

X193‒037‒
6

10482 諸乗物
古切符

X193‒037‒
7

10492 弓矢
模型？ X248‒006【付札（無地）】S309‒492 アチックミュージアム出　東京市芝区

三田綱町十番地 アチックミュウゼアム行

10505
花祭用

マサカリ
（木製）

X175‒039【貼ラベル】S3北‒505

10505
花祭用

マサカリ
（木製）

X175‒040【貼ラベル】S3北‒505

10637 豆扱きばし X049‒030【貼ラベル】S519‒637

10638 豆扱き箸 X049‒015【貼ラベル】S519‒638

10639 豆扱き箸 X049‒012【貼ラベル】S519‒639

10650 木鍬？ X243‒003【付札（無地）】（全面蛍光緑色でマーク）
【貼ラベル】519‒650

10665 鉄鳥居 X074‒052【貼ラベル】S520‒665
















































































































































